補足情報 



本製品を取り外す ） 

Windows の動作中にパソコンから本製品を取り外すときは、以下の手順にしたがってくだ 
さい0 

※湖门北西巳 Vista / Me /98 で、無線アダプタを取り外すときは、以下の手順をおこなう必要はあり 
ません。そのままパソコンから取り外してください。 

タスクトレイに表示されている取り外しアイコン ( XP : ■ 2000をクリック 

し、旧 UFFALO WLI - U 2- KG 54 -AI Wireless LAN Adapter を安全に取り外します] 
を選択します。 

「BUFFALO WLI - U 2- KG 54 -AI Wireless LAN Adapter ^ は安全に取り外すことが 
できます。」と表示されたら、本製品をパソコンから取り外します。 


AirStation 設定ガイドの読み方） 

AirStation 設定ガイドは、以下の手順でお読みください。 

^ CD - R 0 M 「 エアナビゲータ CD 」 をパソコンにセットします。 

※Windows Vista をお使いの場合、自動再生の画面が表示されたら、 [ AIRNAVI.EXE の 
実行]をクリックしてください。 

また、「プログラムを続行するにはあなたの許可が必要です」と表示されたら、[続行] 
をクリックしてください。 

I [マニュアルを読む]をクリックします。 


「マニュアルをインス!ルしてから読みますか？」と表示されますので、インス 
I ルする場合は、[はい]をクリックします。 

※インストールしたマニュアルは、[スタート]-[(すべての）プログラム]一 

[ BUFFALO ] -[エアステーシヨンユーティリティ]- [AirStation 設定ガイド]から、 
いつでも参照することができます。 

「 AirStation 設定ガイド」が表示されますので、こ'覧になりたい項目をクリックし 
てください。 


製品仕様 


無線 LAN 
インター 
フェース 

準拠規格 

ARIB STD - T 66 (小電カデータ通信システム規格） 

無線 LAN 標準フロ トコル IEEE 802.11 b / IEEE 802.1 1 g 

伝送方式 

直接スぺクトラム拡散 （ DS - SS 方式） 半二重 ( IEEE 802.11 b 準拠） 

直交周波数分割多重（〇 FDM 方式） 半二重 （ EEE 802.1 lg 準拠） 

USB 

インターフ エース 規格 

USB Revision 2.0および 1.1 準拠 

対応パソコン 

(*1、2、 3) 

US 巳 2.0 または 1.1 規格準拠の USB ポート（タイフ A ) を搭載した以下のパソコン 
• D 〇 S / V 機（〇 ADG 仕様） 

対応 0 S (*4) 

Windows Vista、Windows XP ServicePackl 以上 、 Windows Me 

Windows 2000 Se 「 vicePack 4 以上 、 Windows 98 SE 
※Windows Me /98 SE をお使いの場合、 US 巳 2.0 に対応していません。 USB 1.1 
のみに対応した USB ポートに接続してください。 

※Windows 2000 /98 SE をお使いの方は 、 InternetExplorer 5.5 以降がインスト 
ールされている必要があります。 

送信周波数範囲 

2412〜 2472 MHz (中心周波数：1〜13チヤンネル） 

データ転送速度 

54/48/36/24/18/1 2/9/6 Mbps ( IEEE 802.1 1 g ) 

11 /5.5/2/1 Mbps ( IEEE 802.1 lb ) 

セキュリティ 

WPA-PSK ( TKIP / AES ) 、 128 (104) /64 (40) ビット WEP 

電源電圧 

5 V /3.3 V ( US 巳ポートより給電） 

消費電力 

最大2000 mW 

消費電流 

最大400 mA 

動作環境 

温度：〇〜 40 °C 湿度： 20-80% (結露なきこと） 

外形寸法 

25 mm ( W ) x 89 mm ( D ) xllmm ( H ) 

重量 

20 g 


*1 デュアルプロセッサ搭載機種には対応していません。 

*2 USB 八ブおよび USB 2.0 インターフェースボードには対応していません。パソコンに直接接続してください。 

*3 USB 1.1 のみに対応した USB ポートに接続した場合、無線での通信速度は USB 1.1 の転送速度 (12 Mbps ) 未満 
となります。 

*4 スタンバイ/休止状態には対応していません。 


■各部の名称とはたらき） 


モード切替スイッチ 






モード切替スイッチ 

•印：自動インストールモード（出荷時設定) 
印なし：手動インスト _ ルモ _ ド 


ACT ランプ 

点滅(緑）：無線 LAN 機器と通信 中 


■電波に関する注意 

#本製品は、電波法に基づく小電カデータ通信システムの無線局の無線設備として、工事設計認証を 
受けています。従って、本製品を使用するときに無線局の免許は必要ありません。また、本製品は、日 
本国内でのみ使用できます。 

• 本製品は、工事設計認証を受けていますので、以下の事項をおこなうと法律で罰せられることがあり 
ます。 

•本製品を分解/改造すること 

•本製品の裏面に貼ってある証明ラベルをはがすこと 

• IEEE 802. 11 a 対応製品は、電波法により屋外での使用が禁じられています。 

• IEEE 802.1 lb / g 対応製品は、次の場所で使用しないでください。 

電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害が発生するところ、 2.4 GHz 付近の電波を使用しているもの 
の近く（環境により電波が届かない場合があります。） 

• IEEE 802.1 lb / g 対応製品の無線チャンネルは、以下の機器や無線局と同じ周波数帯を使用します。 
•産業•科学•医療用機器 

•工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 
①構内無線局(免許を要する無線局）②特定小電力無線局(免許を要しない無線局） 

• IEEE 802.11 b / g 対応製品を使用する場合、上記の機器や無線局と電波干渉する恐れがあるため、以下の 
事項に注意してください。 

1本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局が運用されていないこ 
とを確認してください。 

2万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合は、速やか 
に本製品の使用周波数を変更して、電波干渉をしないようにしてください。 

3その他、本製品から移動体識別用の特定小電力無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合など何 
かお困りのことが起きたときは、弊社サボートセンターへお問しヽ合わせください。 


使用周波数帯域 

2.4 GHz 

変調方式 

DS - SS 方式/〇 FDM 方式 ( IEEE 802.11 b / g 対応製品） 

DS - SS 方式 ( IEEE 802.11 b 対応製品） 

想定干渉距離 

40 m 以下 

周波数変更の可否 

全帯域を使用し、かつ「構内無線局」「特定小電力無線局」帯域を回避可能 


無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティに関するご注意 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコン等と無線アクセスボイ 
ント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続が可能であるという 
利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物(壁等）を越えてすべての場所に届くため、セキュリティ 
に関する設定を行っていない場合、通信内容を盗み見られる/不正に侵入されるなどの可能性があり 
ます。 

BUFFAL 〇の無線 LAN セキュリティに対する取り組みについては、 「 AirStation 設定ガイド」の「無線 
LAN 製品ご使用時におけるセキュリティに関するご注意」をご覧ください。 


■本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部または全部を弊社に無断で転載、複製、改変などを行うことは 
禁じられております。 

■ BUFFALO ™、 AirStation ™、 AOSS ™ は、株式会社バッファローの商標です。本書に記載されている他社製品 
名は、一般に各社の商標または登録商標です。本書では、 tm 、 ©、⑧などのマークは記載していません。 
■本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更される場合があり、 
現に購入された製品とは一部異なることがあります。 

■本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがありましたら、 
バッファローサボートセンターまでご連絡ください。 

■本製品は一般的なオフィスや家庭の 0 A 機器としてお使いください。万一、一般 0 A 機器以外として使用された 
ことにより損害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

• 医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される用途には使用しないでく 
ださい。 

• —般〇 A 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使用するときはご使用になる 
システムの安全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってください。 

■本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使用しないでくだ 
さい。また、弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サボートを行っておりません。 

■本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当するものについて 
は、日本国外への輸出に際して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可）が必要です。 

■本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方法に沿ってご使用ください。特に、注意事項として記載され 
た取扱方法に違反する使用はお止めください。 

■弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消失 • 破損した場合につい 
ては、保証しておりません。本製品が八ードディスク等の記憶装置の場合または記憶装置に接続して使用するもの 
である場合は、本書に記載された注意事項を遵守してください。また、必要なデータはバックアップを作成してく 
ださい。お客様が、本書の注意事項に違反し、またはパックアップの作成を怠ったために、データを消失•破棄に 
伴う損害が発生した場合であっても、弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

■本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意または重大な過失があった 
場合を除き、本製品の購入代金と同額を上限と致します。 

■本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一製品または同等品に交 
換致しますが、当該瑕疵に基づく損害賠償の貴に任じません。 
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らくらく ！ セットアップシート 
2007 年 2 月 20 日 第5版発行発行株式会社バッファロー 


BUFFALO 

f WLI-U2-KG54-AI 

マニュアル 


PY00- 30105 -DM10-05 [5-01] C10-012 


らくらぐ-セットアップシ墨卜 


このたびは、無線アダプタをご利用いただき、誠にありがとうございます。無線アダプタを正しく使用するために、はじめにこのマニュアルをお読みください。お読みになった後は、大切に保管してください。 


無線アダプタを使えるようにする 



箱に入っているものを確認しよう 


万がいち、不足しているものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

□無線アダプタ(子機) . 1枚□エアナビゲータ CD . 1枚 



參 


□ USB 延長ケーブル . 1本 

□らくらく！セットアップシート(本紙） . 1枚 

□安全にお使いいただくために必ずお読みください(保証書付き） . 1枚 

※本製品は、本紙によってセットアップや設定ができるため、冊子のマニュアルは添付しておりません。 

本紙よりも詳細な情報が必要な場合は、エアナビゲータ CD 内の電子マニュアルを参照してください。 
※本製品の保証書は別紙「安全にお使いいただくために必ずお読みください」に印刷されています。 

修理の際は、必要事項を記入のうえ切り取って、本製品と一緒にお送りください。 

※追加情報が別紙で添付されている場合は、必ず参照してください。 




セツトアップの前に 


.フアイアウオール機能のあるソフトウェアが インストールされている場合は、ソ 
フトウェアを終了してください。 

•Windows 2000 /98 SE をお使いの場合はソくソコンに Internet Explorer 5.5 以降がイン 
ストールされている必要があります。インス!ルされていない場合は、作業をはじめる 
前に Internet Explorer をバージョンアップしてください。 

1 . パソコンとモデムなどを有線 LAN ケーブルでつなぎ、インターネットに接続します。 

2. [スタート]- [Windows Update ] を選択します。 

3. 画面にしたがって、 Internet Explorer をバージョンアップします。 


無線アダプタ（子機）をパソコンに取り付けてドライバおよびユーテイリテイをインストール 
します。 


❶ 


パソコンを起動します。 


❻ 




使用中のデ八イスに最適ナょドライ他検索する ( m >- 


特定の埸所にあるすべてのドライパの一覧を作成し、イ 



[次へ]をクリックします。 


❾ 


_□ 「使用中のデバイスに最適なドライバ 
を検索する（推奨)」を選択します。 


-0 [次へ]をクリックします。 


■キャン乜レ」 



fp すべてのチェックをはずします。 


0 [次へ]をクリックします。 


| 

- USB ta -マンインターフ i イスデパイス 

燹しいハードウ： E アデノ S ィスに必要なリフトウ I アがィンスト'-ルされまし 

m キャンセル1 


-[完了]をクリックします。 


[完了]をクリックしたら、手順®の画面が表示されるまで（約5分 

間）、絶対にキーボードを押したり、マウスをクリックしたり 


しないでください C 


自動的に下記のような黒い画面 ( DOS プロンプト）が表示されます。 


途中約1分程度、画面の表示に変化がないことがありますが、手順®の画面 
が表示されるまで、お待ちください。 


パソコンの USB ポートにキャップをはずした無線アダプタを取り付けます。 

USB ポートは、お使いのパソコンによって位置が異なります。 


本製品がノ r ノコンに直接取り付けられないとき 

パソコンの USB ポートと本製品が干渉して取り付けられないときは、付属の USB 
延長ケーブルを使って取り付けてください。 


Q 新しいデバイスとして認識された後、しばらくして （30 秒程度）ドライバとユーテ 


■•如■漏 


リテイのインス I ルの準備が始まります。 

Q お使いの os によって手順が異なります。 

手順©へ進んでください。 手順®へ進んでください。 


Windows XP / 2000 / Me の場合 


1 .iiromaw/iffl-ij'iBnije 

| 

次の新しいドライパを検索しています 

USB ヒュー^/インターフェイスデパイス 

デパイスドライパは、八ードウ: E アデバイスが助作するために必要なリ 
フトゥ I ァです。 

| : ■ v - ' ' ' | キゃンセル| 


D ドライバと： 


WL 卜 U 2- KG 54 -赚.ライノ、.とュ-ティリティをインスト-ルします。 

切 ft 社の認証を受けていなし十‘ライノ W 含まれてし法す 


ソフトウエア使用許_若契約と安全のために 


諾いたします。 


契約に同意される垠合は [ 同意ザる ] をチェックじび次へ」ボタン s クリックじ r ください。 
r 同意しない(逆 


ン欠へ妙〉 


キャンセル J 



次の新しいドライパを検索しています 

USB ヒューマンインターフ:[イスデバイス 


勘織 


ドライパは、八'-ドウ： E アデパイスが劫作す統めに必要なソ 


; 欠へ〉響】 


キゃン乜レ」 


■[次へ]をクリックします。 


右上へつづく# 


( 1 ) 


]dMel 囹 I es-Is a| 


ドライ/ くのインストール準備をしています 
キーボード及びマウスを操作しないでください 
fel 寺ちください丄15» 


キーボードやマウスの操作をおこなう 
と、正しくインス!ル作業ができま 
せん。 

画面の表示が約5分以上停止している場 
合は、無線アダプタを一旦パソコンから 
取り外し、再度取り付けてください。取 
り付けた後は、手順©からおこなって 
ください。 


Windows XP / 2000 / Me をお使いの方は、ここからはじめます 


- KG 54- W ) ドライノ化ユーティリティをインストールします。 


WLI - U 2- KG & 

次の使用許諾契約をお読みください。 

獅飄を受けていないドライバが含まれています 


ソフトウェア使用許誌契約と安全のために 


(株》^ッファロー 似下、羿社とい t 〗ます〉は、お客様がソフトウェア使用 i 午諾(以下、本契 

，趨 f, 翻 i? 含!れるノ身駿あ，:架 7 力、トポ令淑餘德(織 

契約に同意される塌合は [ 同意する ] をチェックじ t ： 「次へ J ボタンをクリックじ！: くださ U 

ド 

r Si しむぃ芯 


■ n 「同意する」を選択します。 


>•! 


■0 「次へ」をクリックします。 


無線アダプタとユーテイリテイのインス!ルが自動的におこなわれます。 
手順0の画面が表示されるまで、しばらくお待ちください。 

•Windows 98/ Me をお使いの場合は、 Windows の再起動の画面が表示されます。画面に 
したがって Windows を再起動してください。 


次ページへつづく+ 



















































































































































































前ページからのつづき ¥ 


しばらくセットアップを続けると、下の画面が表示されます。 


クライアントマネージャ3初期設定 


縱遍尺テし一て激，へ接続します。 


AOSS でワンタッチ簡単接続(おすすめ)(が 


他社製アクセスポイントなどを手射]で検索して接続 ( M ) 




• AOSS ™ 対応の AirStation (親機）と自動接続する場合 

「 AOSS でワンタッチ簡単接続（おすすめ）」をクリックした後、画面にしたがって AirStation (親 
機）の AOSS ボタンを約3秒間押し続けてください。 

今 AOSS の手順や AOSS ボタンについては、お使いの AirStation のマニュアルを参照してくだ 
さい0 

画面にしたがって、セットアップを続けてください。 

インターネットに接続できたら、設定完了です。 

•アクセスポイントを手動で検索して接続する場合 

「他社製アクセスボイントなどを手動で検索して接続」をクリックした後、アクセスポイントに 
接続してください。 

与詳細な手順は、下記を參照してください。 

1 .AirStation (親機）または他社製アクセスポイントが検索されます。 


使用可能アクセスポイント名 


」❼ 


■① SSID (ネットワーク名）を選択します。 


■②[接続]をクリックします。 


2 . 


0 


に接続します。 


暗号化方式迄〉 ( TWPA-PSK AES 8-63 文宇 
B 音号キ~(1〇 


(• 1|木木木本木本本木本才| 

广2 P 


W ブロファイルに登録する® 


S 繞 


-①無線の暗号化方式を選択します。 

選択できる暗号化方式は、製品によって異なり 
ます。 


■②暗号化キーを入力します。 

•③[接続]をクリックします。 


•この接続をフロファイルに登録する場合は、「フロファイルに登録する」のチェックマー 
クをつけて、[接続]をクリックします。 

• 暗号化方式が 「 WEP 」 の場合は、通常、「1」の欄に暗号化キーを入力します。 


3. 


[Ml 000D0BAC2202 G ▲ 1 
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[ x ] をクリックして、画面を閉じます。 


-「認証完了」と表示されます。 

※暗号が WEP または暗号化なしの場合は、「接続」と 
表示されます。 




※親機との距離が近すぎるとスルーフットが落ちる場合があります。通信時は、親機と 
30 cm 以上離してお使いください。 

画面にしたがって、セットアップを続けてください。 

インターネットに接続できたら、設定完了です。 


パソコンを起動します。 
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BUFFALO 


かんたん 

■.スタート 

j || fl | 

臨 r めンますルゃ . I 


「かんたん スタート」 をクリツクします。 
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[ 7ニユアルを嫌43 ) 〇オプション）> 


BUFFALO 


I AirStation 無線ァタ 

(子機）1 

_ 

無線内蔵バソコン 

ド IPL 鬥 V SB ノ(，8!« | 

内ィ f レス 〆 


「 AirStation 無線アダプタ（子機)」をクリ 
ックします。 


イーサネットコンパータ 


❼ 

〇 


■ mUlns >(4 


画面にしたがって、インス! - ールをおこなってください。 


しばらくセツトアップを続けると、下の画面が表示されます。 


© » 


■する麵87ダプタ(子機） 

描®^してくだ HU- 


「る設定をおこ右 

BUFFALO XX 


破の旅を 

eaw ュ __ 

AirStation (親機)キユリテイ發定ボタン (/ 

自動で雛と t キユリテイ(暗号)設定をおこない 
A0SS または、 WPS^ ッシ J タン 3cc«a(dS 単に 



，自動セキュリティ設定で接続する場合 

( AOSS ™ または WPS プッシュボタン式に対応した Ai 「 Station (親機）と接続 
する場合） 

「自動セキュリティ設定（かんたん)」をクリックした後、画面にしたがつて AirStation (親 
機）の A 0 SS ボタンを約3秒間押し続けてください。 

兮 A 0 SS の手順や A 0 SS ボタンについては、お使いの AirStation のマニュアルを参照して 
ください。 



画面にしたがって、セットアップを続けてください。 
インターネットに接続できたら、設定完了です。 

4 •アクセスポイント（親機)を手動で検索して接続する場合 

「手動設定（上級者向け）」をクリックした後、アクセスポイントに接続してください。 

与詳細な手順は、下記を参照してください。 

※事前に接続するアクセスポイントの SSID と暗号化キーを調べておく必要があります。 

弊社製 AirStation (親機）をお使いの場合は、エアナピゲータ CD 内の「マニュアルを読む」一 
「困ったときは」を參照してください。 

他社製アクセスポイントの場合は、アクセスポイントのマニュアルを参照するか、アクセス 
ポイントメーカにお問合せください。 

1.手動設定の接続方法を選択します。 



「セキュリティ情報を手動で入力して接 
続」を選択します。 


⑵ 



2. Ai「Station (親機）または他社製アクセスポイントが検索されます。 



4. 
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000 D0B 500314に _ しました 
正常に接接しました • 

セキユリテイ赖はプ□フアイルに保存されます • 

ブロファイルに名萌をつけてください（自宅、会社、など）： 


L #?? して閉じ令 r キャンセ^ | 


イこ接続しました」と表示されます。 


■[保存して閉じる]をクリックして、画面を 
閉じます。 


※親機との距離が近すぎるとスルーフットが落ちる場合があります。通信時は、親機と 
30 cm 以上離してお使いください。 


画面にしたがって、セットアップを続けてください。 
インターネットに接続できたら、設定完了です。 



たときは 


•無線アダプタのドライバがインス!^ールできない場合 




马フアイアウオール機能のあるソフトウェアがインストールされている場合は、ソフトウェ 
アを終了してください。 

今ドライバを削除した後、再度インス!ルを行ってください。 

1.エアナビゲータ CD をパソコンにセットします。しばらくして、エアナビゲータが起動します。 

2 .[オプション]-[ドライバの削除」をクリックします。 

画面にしたがって、ドライバを削除します。 

3 .無線アダプタ（子機）をパソコンから取り外してください。 

4 .本紙「ステップ2セットアップしよう」を参照して、インストールをおこなってください。 

与 Windows XP / 2000 / Me /98 SE をお使いの場合は、エアナビゲータ CD を使って、インスト 
—ルをおこなってください。 

1. 「ステップ 2- b セットアップしよう （Winodws Vista )」 の手順1〜7をおこないます。 
※Windows 98/ Me をお使いの場合は、 Windows の再起動の画面が表示されます。画 

面にしたがって Windows を再起動してください。 

2. 下記の画面が表示されたら、「ステップ 2- a セットアップしよう （Winodws 
XP / 2000 / Me /98 SE ) 」の手順13をおこなってください。 



^Windows XP / 2000では、コンピュータの管理者権限があるユーザー ( Administrator 等） 
でログインしてください。 

※糊门咖西日 XP / 2000で登録したユーザーは、制限つきアカウントに設定しない限り、コンピュ 
一夕の管理者権限を持っています。 

4 Windows 98 SE の場合、本製品取り付け後に以下のような画面が表示されることがありま 
す。その場合は、次の手順に従ってください。 

Windows 98 の CD - R 〇 M をセットして[〇 K ] をク 
リックします。パソコンに Windows の CD-ROM 
が添付されていない場合は、そのまま[〇 K ] をク 
リックしてください。 

「ファイルのコピー元」に以下の文字列を入力し 
[〇 K ] をクリックします ( Windows がインストー 
ルされている ドライ ブが C ドライブ、 CD - ROM ド 
ライブが D ドライブの場合)。 

Windows 98 の CD - ROM をセツトした場合： 

D :¥ WIN 98 

CD - ROM をセツトしなかった場合： 
C :¥ WINDOWS ¥ OPTIONS¥CABS 




• AOSS で無線接続したい 
(Windows XP / 2000 / Me /98 をお使いの場合) 



与 AOSS で AirStation (親機）と無線アダプタ（子機）を無線接続するには、以下の手順でおこないま 
す0 

1.画面右下のタスクトレイにある i 釋 アイコンを右クリックして、「プロファイルを表示する」 
を選択します。 




「 AOSS 」 ボタンをクリック 
します。 




3. 以後は、画面にしたがって接続を完了させてくださし、。 


•自動セキュリティ設定 「 AOSS / WPS プッシュボタン式』で無線接続したい 
(Windows Vista をお使いの場合） 

※親機および子機が 「 WPS プッシュボタン式」に対応していない場合は、 AOSS で無線接続をおこないま 
す。 

1.画面右下のタスクトレイにある_またはアイコンをクリックします。 




2 . 


「接続先の作成」をクリックします。 


3. 以後は、画面にしたがって接続を完了させてください。 


•< Windows XP SP 1 でお使いの場合> 

ドライバがインストールできない「失敗しました j と表示される） 

インストールできても数分後に無線接続が切れて使えなくなる 

与ご利用のパソコンに、 Microsoft 社提供の Windows XP SP 1 用 USB ドライバ修正モジュール 
( K 巳82260 3) をインストールするか 、 Windows XP Service Pack 2( SP 2) をインストールして 
ください。 

修正モジュール ( KB 82260 3) および 、 Windows XP Service Pack 2 の入手方法とインストール方 
法は、ご利用のバソコンメーカにお問い合わせいただくか、下記の Microsoft 社ホー厶ぺージをご参 
照ください。 


•Windows XP SP 1 用 USB ドライノ' Mi 爹正モジュ_ノレ （ KB 82260 3) 
http :// support . microsoft . com / kb /822603 /ja 
•Windows XP Service Pack 2 
http :// support . microsoft . com / kb / 322389/ 

参考 : Windows XP の ServicePack のバージョンを確認する方法 

[スター ト]—[マイコン ピュータ]を右クリックし、[プロパティ]を選択し、[全般]タブを選択します。 
ServicePack と 記載 して ある箇所が 、 ServicePack のバージョン です。 

• AOSS で AirStation (親機）と接続できない場合 

今 AOSS で接続できないときは、 AirStation (親機）と無線アダプタ（子機）を近づけてから、再度 
AOSS で接続してください。 

今 AirStation (親機）に接続されている LAN ケーブルを、すべてはずしてから、再度 AOSS で接続し 
てください。 

与セキュリティソフトウェアなどのファイアウォール機能を無効にしてから、再度 AOSS で接続し 
てください。 

※詳細な手順は、 「 AirStation 設定ガイド％ 1 」の中の「困ったときは（カテゴリ別 Q & A )」— 「エアステ 
—シヨンに無線接続ができない場合」を参照してください。 


• AirStation (親機)または他社製アクセスポイントの SSID が表示•検索されない場合 

今無線アダプタを机の下などの見通しの悪いところに設置すると、電波が届きにく くなるこ 
とがあります。同梱の USB 延長ケーブルを使って、無線アダプタを見通しのよいところに 
設置してくださしヽ。また、アクセスポイントとの距離を1 m 程度に近づけてみてください。 


•パソコン同士をネットワークで接続する場合 

与各パソコンにネットワークの設定が必要です。 Windows のマニュアルやヘルプを参照して設定 
してください。 

「 AirStation 設定ガイド※ 1 」の中の「困ったときは（カテゴリ別 Q & A )」— 「パソコンとの通信で困 
ったとき」—「パソコンのフォルダの共有設定例」にも設定例が記載されていますので、参考にし 
てください。 

※ l 「補足情報」 （ P .4) の 「 AirStation 設定ガイドの読み方」を参照。 
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